
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　幅広い範囲のマンドレル径に関連して使用で

きる引き込みヘッドを提供する。

【解決手段】　引き込みヘッド１００は、スリーブアダ

プタ１１２に螺合するスリーブ１０８を備える。コレッ

ト１２８は引っ張り棒アダプタ１３０に螺合する。コレ

ット１２８と引っ張り棒アダプタ１３０は、スリーブ１

０８内にスライド可能に配設されている。１組のジョー

１３６はコレット１２８内に配設されている。ジョーフ

ォロワー１６２はコレット１２８内に配設され、ジョー

１３６と接触している。コレット１２８内にはスプリン

グ保持部１７２が配設され、２つのスプリングと係合し

ている。第１のスプリング１７４は第２のスプリング１

７０よりも高い等級を有し、慣性負荷に適応して構成さ

れている。これに対し、第２のスプリング１７０は、異

なる直径のマンドレル１５２を挿入することによって比

較的容易に克服されるように、ジョー１３６を閉じるも

のとして構成されている。

【選択図】図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 設 置 工 具 に 係 合 可 能 で あ っ て 、 マ ン ド レ ル を 引 っ 張 る よ う に 構 成 さ れ た 引 き 込 み ヘ ッ ド
に お い て 、 設 置 工 具 に 係 合 可 能 な 本 体 と 、 本 体 内 に 配 置 さ れ 、 引 き 込 み ヘ ッ ド が 慣 性 負 荷
に 適 応 で き る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の ス プ リ ン グ と 、 本 体 内 に 配 置 さ れ 、 引 き 込 み ヘ ッ ド
が あ る 範 囲 の マ ン ド レ ル 径 に 関 連 し て 使 用 さ れ 得 る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の ス プ リ ン グ と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の ス プ リ ン グ は 、 第 ２ の ス プ リ ン グ よ り も 高 い レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ の ス プ リ ン グ 力 は 、 マ ン ド レ ル を 引 き 込 み ヘ ッ ド 内 に 設 置 す る た
め に 克 服 さ れ る 必 要 が な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 本 体 は 、 設 置 工 具 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 １ の 端 部 と 、 マ ン ド レ ル を 受 け 入 れ る
た め の 開 口 部 を 有 し た 第 ２ の 逆 端 部 と を 備 え 、 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ は 、 前 記 第 １ の ス プ
リ ン グ よ り も 前 記 の 開 口 部 に 近 く 、 ま た 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ は 、 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ
よ り も 前 記 本 体 の 前 記 第 １ の 端 部 に 近 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ
ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 本 体 は 、 ス リ ー ブ を 備 え 、 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 さ ら に ス リ ー ブ ア ダ プ タ と 、 ジ ャ ム ナ ッ
ト と を 備 え 、 ス リ ー ブ は 、 ス リ ー ブ ア ダ プ タ に 螺 合 し 、 そ し て ジ ャ ム ナ ッ ト は 、 ス リ ー ブ
ア ダ プ タ に 対 し て ス リ ー ブ を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド
。
【 請 求 項 ６ 】
　 本 体 は 、 ス リ ー ブ を 備 え 、 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 さ ら に コ レ ッ ト と 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ
と を 備 え 、 前 記 コ レ ッ ト は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ に 螺 合 し 、 そ し て コ レ ッ ト と 引 っ 張 り 棒
ア ダ プ タ は 、 ス リ ー ブ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ７ 】
　 １ 組 の ジ ョ ー が 、 コ レ ッ ト 内 の 、 コ レ ッ ト 内 に 設 け ら れ た テ ー パ 部 の 近 く に 配 設 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 々 の ジ ョ ー は 、 マ ン ド レ ル に 接 触 す る た め の Ｖ 字 型 表 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ レ ッ ト は 、 内 部 テ ー パ 部 を 有 し 、 前 記 ジ ョ ー は 、 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ に よ っ て
、 前 記 内 部 テ ー パ 部 に 向 か っ て ス プ リ ン グ バ イ ア ス さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー が コ レ ッ ト 内 に 配 設 さ れ 、 ジ ョ ー と 接 触 可 能 に 係 合 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ス プ リ ン グ 保 持 部 が コ レ ッ ト 内 に 配 設 さ れ 、 第 １ の ス プ リ ン グ お よ び 第 ２ の ス プ リ ン グ
に 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー が コ レ ッ ト 内 に 配 設 さ れ 、 ジ ョ ー と 接 触 可 能 に 係 合 し 、 第 １ の ス プ リ
ン グ は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ と ス プ リ ン グ 保 持 部 と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の ス プ リ ン グ は
、 ス プ リ ン グ 保 持 部 と ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー と の 間 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ １ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ス プ リ ン グ 保 持 部 は 、 第 １ の ス プ リ ン グ か ら の 負 荷 が ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー に 伝 達 さ れ
な い よ う に 、 コ レ ッ ト の 肩 部 に 接 し て 座 し 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ の ス プ リ ン グ 力 は 、 マ
ン ド レ ル を 引 き 込 み ヘ ッ ド 内 に 設 置 す る た め に 克 服 さ れ る 必 要 が な い こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ２ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 各 々 の ジ ョ ー は 、 マ ン ド レ ル に 接 触 す る た め の Ｖ 字 型 表 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ３ に 記 載 の 引 き 込 み ヘ ッ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
［ 関 連 出 願 （ 優 先 権 主 張 ） ］
　 こ の 出 願 は 、 ２ ０ ０ ４ 年 ６ 月 ２ ２ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ５ ８ ２ ， ２ １ ０ 号
の 利 益 を 主 張 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 般 に ブ ラ イ ン ド ボ ル ト （ 盲 ボ ル ト 、 blind bolts） を 設 置 す る た め の 工
具 に 関 し 、 特 に 以 下 で 論 じ ら れ る よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 克 服 す る た め に 異 な る 等 級 の
ス プ リ ン グ を 有 し た ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 設 置 工 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ～ １ ０ は 、 図 面 に 示 さ れ て い る よ う な ブ ラ イ ン ド ボ ル ト を 設 置 す る た め の ２ つ の 異
な る 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ （ 図 １ ～ ５ ） お よ び １ ０ ｂ （ 図 ６ ～ １ ０ ） を 示 し て い る （ 米 国
特 許 第 ４ ， ４ ３ ２ ， ６ ７ ９ 号 お よ び ４ ， ８ ４ ４ ， ６ ７ ３ 号 も 参 照 さ れ た い 。 そ れ ら の 全 体
は 、 参 照 に よ り こ こ に 組 み 入 れ ら れ る ） 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ
， １ ０ ｂ は 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト と 共 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト は 、 マ ン
ド レ ル ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ と 、 シ フ ト ワ ッ シ ャ ６ ２ と 、 ス リ ー ブ ６ ３ と を 有 す る 。 マ ン ド レ ル
は 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ を 設 置 す る た め に 引 き 込 ま れ 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ
は 設 置 中 に 折 れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 フ ァ ス ナ ー が 挿 入 さ れ る 前 に ジ ョ ー を 配 置 す る こ と に 関 し て 、 引 き 込 み ヘ ッ ド
は 、 「 オ ー プ ン （ 常 開 型 ） ジ ョ ー 」 設 計 と 「 ク ロ ー ズ ド （ 常 閉 型 ） ジ ョ ー 」 設 計 の ２ つ の
カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ う る 。 双 方 の 設 計 に お い て 、 １ 組 の ジ ョ ー が フ ァ ス ナ ー の マ ン ド レ
ル を 把 持 す る 。 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 の ジ ョ ー は 、 通 常 は 開 放 さ れ て い て 、 マ ン ド レ ル 上 で 閉
じ ら れ な け れ ば な ら な い 。 こ れ に 対 し 、 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 の ジ ョ ー は 、 通 常 は 互 い に 接 近
し 過 ぎ て い て 、 そ れ ら の 間 に マ ン ド レ ル を 挿 入 す る こ と が 難 し い 。 そ れ 故 、 ジ ョ ー は 、 マ
ン ド レ ル を 挿 入 す る た め に 、 開 放 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 の 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ を 示 し て い る の に 対 し 、 図 ６ は 、 常
開 型 ジ ョ ー 設 計 の 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ｂ を 示 し て い る 。 各 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 設 置 工 具 と
螺 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 設 置 工 具 は 、 明 瞭 化 の た め に 図 面 か ら 省 略 さ れ て
い る 。 設 置 工 具 が 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ ま た は １ ０ ｂ と 螺 合 さ れ 、 そ し て 設 置 工 具 が 作 動
さ れ る と き に 、 設 置 工 具 は 引 き 込 み ヘ ッ ド を 動 作 さ せ て 、 フ ァ ス ナ ー を 設 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 常 閉 型 ジ ョ ー 式 の 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド の
長 軸 １ ６ を 中 心 と し て １ 組 の ジ ョ ー １ ４ ａ を 備 え る （ 典 型 的 な １ 組 は ２ ま た は ３ つ の ジ ョ
ー を 有 す る ） 。 １ 組 内 の 各 ジ ョ ー は 、 傾 斜 ま た は 円 錐 形 部 分 １ ８ を 外 面 ２ ０ 上 に 、 ま た 鋸
歯 状 部 分 ２ ２ を 内 面 ２ ４ 上 に 有 す る 。 鋸 歯 状 部 分 ２ ２ は 、 フ ァ ス ナ ー ま た は ブ ラ イ ン ド ボ
ル ト １ ２ ａ の マ ン ド レ ル ２ ８ 上 に 設 け ら れ た 対 応 す る 鋸 歯 状 部 ２ ６ を 把 持 す る よ う に 係 合
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ジ ョ ー １ ４ ａ は 、 コ レ ッ ト ３ ２ ａ 内 に 設 け ら れ た テ ー パ 部 ３ ０ 内 に 配 設 さ れ て い る 。 図
１ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ジ ョ ー １ ４ ａ が 最 前 方 位 置 に あ る と き に 、 ジ ョ ー １ ４ ａ に よ っ
て 規 定 さ れ る 内 径 ３ ４ は 、 ジ ョ ー １ ４ ａ 内 に 挿 入 さ れ る フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ の マ ン ド レ ル ２
８ の 直 径 ３ ６ よ り も 概 ね 小 さ い 。 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ は 、 前 述 し た 米 国 特 許 第 ４ ， ４ ３ ２ ，
６ ７ ９ 号 お よ び ４ ， ８ ４ ４ ， ６ ７ ３ 号 や 多 数 の 他 の 従 来 技 術 特 許 に 概 ね 示 さ れ て い る よ う
に 、 通 常 の ブ ラ イ ン ド ボ ル ト 設 計 で あ る 。 従 っ て 、 ジ ョ ー １ ４ ａ は 、 「 常 閉 型 」 で あ る と
言 わ れ る 。 コ レ ッ ト ３ ２ ａ 内 に は 、 設 置 工 具 の ヘ ッ ド ピ ス ト ン と の 係 合 用 に 、 ネ ジ 部 ３ ８
が 設 け ら れ て い る 。 コ レ ッ ト ３ ２ ａ は 概 ね 円 筒 形 で あ っ て 、 主 か る 内 孔 ４ ０ を 有 す る 。 ジ
ョ ー １ ４ ａ と ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ と フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ が 、 コ レ ッ ト ３ ２ ａ
内 に 配 設 さ れ て い る 。 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ は 、 ジ ョ ー １ ４ ａ を 概 ね 定 位 置 に 保 持 す る
。 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ も ま た 概 ね 円 筒 形 で あ っ て 、 長 尺 な 透 孔 ４ ６ を 有 す る 。 こ の 透
孔 は 、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト ま た は フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ の 折 れ た ス テ ム ま た は マ ン ド レ ル ２ ８ ａ
を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ は 、 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ に よ る ス プ リ ン グ 負 荷 を 受 け
る 。 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ の 一 端 ４ ８ は 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ の 外 面 ５ ２ 上 の
肩 部 ５ ０ に 接 触 す る 。 こ れ に 対 し 、 設 置 工 具 が 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ａ と 係 合 さ れ て い る と
き に 、 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ の 他 端 ５ ２ は 設 置 工 具 と 接 触 す る 。 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ
ン グ ４ ４ ａ は 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ の マ ン ド レ ル ２ ８ ａ が 設 置 中 に 折 れ た と き に 、 シ ョ ッ ク
ア ブ ソ ー バ ー （ 緩 衝 器 ） と し て 効 果 的 に 作 用 す る こ と で 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ａ が 急 速
に 後 向 き に 加 速 し て 他 の 部 品 に 衝 突 す る こ と が な い よ う に す る 。 コ レ ッ ト ３ ２ ａ は 、 ス リ
ー ブ ５ ４ ａ 内 に 移 動 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 ネ ジ 付 き の 開 口 ５ ６ が 、 ス リ ー ブ ５ ４ ａ の 端
部 ５ ８ に 設 け ら れ 、 ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ａ が ネ ジ 付 き の 開 口 ５ ６ 内 に 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 動 作 時 に 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ の マ ン ド レ ル ２ ８ ａ が ノ ー ズ ピ ー
ス ６ ０ ａ に 挿 入 さ れ る と 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ は 、 ジ ョ ー １ ４ ａ を （ ス プ リ ン グ ４ ４ ａ に よ
っ て 与 え ら れ る ） ス プ リ ン グ 負 荷 に 抗 し て 開 く 。 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ
う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ の シ フ ト ワ ッ シ ャ ー ６ ２ が ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ａ に 底 を つ け る か 接
触 す る ま で 、 ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ａ 内 に 挿 入 さ れ る 。 ジ ョ ー １ ４ ａ は テ ー パ 部 ３ ０ 内 に 座 し
て い る の で 、 ジ ョ ー １ ４ ａ は 、 そ れ ら が 拡 張 す る と き に 、 そ れ ら の 鋸 歯 状 部 ２ ２ が マ ン ド
レ ル ２ ８ ａ の 鋸 歯 状 部 ２ ６ と 整 列 す る ま で 、 後 退 す る 必 要 が あ る 。 ジ ョ ー １ ４ ａ が 開 く と
、 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ の 鋸 歯 状 部 ２ ６ は 、 ジ ョ ー １ ４ ａ の 鋸 歯 状 部 ２ ２ を 擦 っ て 摩 耗 さ せ る
。 オ ペ レ ー タ 効 果 と 、 ス リ ー ブ ５ ４ ａ お よ び マ ン ド レ ル ２ ８ ａ 間 で の フ ァ ス ナ ー 分 解 の 可
能 性 を 最 小 化 す る た め に 、 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ は 、 比 較 的 小 さ な ス プ リ ン グ レ ー
ト を 有 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 工 具 が 作 動 さ れ る と （ 即 ち 、 工 具 の ト リ ガ が 押 さ れ る と ） 、 設
置 工 具 の ヘ ッ ド ピ ス ト ン に 螺 着 さ れ て い る コ レ ッ ト ３ ２ ａ は 、 負 荷 を 受 け て 後 退 す る 。 ヘ
ッ ド ピ ス ト ン （ 図 示 せ ず ） の 移 動 は 、 工 具 の 「 ス ト ロ ー ク 」 と し て 知 ら れ て お り 、 こ の 「
ス ト ロ ー ク 」 は 、 図 ４ の 矢 印 ６ ２ で 識 別 さ れ て い る 。 コ レ ッ ト ３ ２ ａ の テ ー パ 部 ３ ０ は 、
工 具 の 引 き 込 み 力 を ジ ョ ー １ ４ ａ に 伝 達 し て 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ を 把 持 さ せ る 。 従 来 と 同
様 に 、 そ し て 前 述 し た 特 許 に 述 べ ら れ て い る よ う に 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ が フ ァ ス ナ ー １ ２
ａ の ス リ ー ブ ６ ３ に 対 し て 移 動 す る と き に 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ａ は ス リ ー ブ ６ ３ を 変 形 し 、
且 つ ロ ッ ク 用 カ ラ ー を セ ッ ト す る 。 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ が 破 壊 切 り 込 み 部 で 破 砕 ま た は 破 壊
す る ま で 、 引 き 込 み 力 は 継 続 し て 設 置 を 完 了 す る 。 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ａ は シ ョ ッ
ク ア ブ ソ ー バ ー と し て 作 用 し な け れ ば な ら な い の で 、 フ ァ ス ナ ー の 破 壊 負 荷 は 比 較 的 小 さ
な も の で な け れ ば な ら な い 。 こ の と き ス プ リ ン グ ４ ４ ａ は 、 永 久 「 ひ ず み 」 し 過 ぎ る こ と
な し に 、 設 置 の 運 動 エ ネ ル ギ を 吸 収 で き る 。 マ ン ド レ ル ２ ８ ａ が 折 れ た と き に 、 マ ン ド レ
ル ２ ８ ａ は 依 然 と し て ジ ョ ー １ ４ ａ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 設 置 工 具 の ト リ ガ が 解 放 さ れ た と き に 、 ヘ ッ ド ピ ス ト ン と コ レ ッ ト ３ ２ ａ は 、 図 ５ に 示
さ れ る よ う に 、 そ れ ら の ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン に 戻 る 。 図 示 の よ う に 、 折 れ た マ ン ド レ ル ２ ８
ａ は 、 ス プ リ ン グ 負 荷 に よ っ て 、 依 然 と し て ジ ョ ー １ ４ ａ 内 に 保 持 さ れ て い る 。 次 の フ ァ
ス ナ ー が 挿 入 さ れ る と き に 、 そ の マ ン ド レ ル が 、 ジ ョ ー １ ４ ａ を 通 し て 前 回 設 置 さ れ た フ
ァ ス ナ ー の 折 れ た マ ン ド レ ル を 押 し 、 よ り 多 く の 摩 耗 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ６ は 、 常 開 型 ジ ョ ー 式 の 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ｂ を 示 し て い る 。 こ の 設 計 は 、 常 閉 型 ジ
ョ ー 式 の 引 き 込 み ヘ ッ ド と 同 様 で あ っ て 、 ス リ ー ブ ５ ４ ｂ と 、 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ と 、 ジ ョ ー
１ ４ ｂ と 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー ４ ２ ｂ と 、 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ｂ と 、 ノ ー ズ ピ ー ス ６
０ ｂ と を 含 ん で い る 。 し か し な が ら 、 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 の ジ ョ ー １ ４ ｂ は 、 そ れ ら の 最 前
方 位 置 ま た は ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン で 開 か れ る 。 こ の と き 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ に よ っ て 形 成 さ れ た
内 部 形 状 は 、 挿 入 さ れ る フ ァ ス ナ ー の 直 径 よ り も 大 き い 。 こ れ は 通 常 、 ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０
ｂ の 後 部 突 起 ６ ４ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の 後 部 突 起 は 、 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ 内 に 突 出 し て 、
引 き 込 み ヘ ッ ド が そ の 「 ホ ー ム 」 ポ ジ シ ョ ン に あ る と き に ジ ョ ー １ ４ ｂ を 開 く よ う に 構 成
さ れ て い る 。 そ れ 故 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ は 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ｂ の マ ン ド レ ル ま た は ス テ ム ２ ８
ｂ が 挿 入 さ れ る 前 に 開 放 さ れ 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ が 抵 抗 無 く 挿 入 さ れ る よ う に し 、 ま た 必
要 で あ れ ば 、 取 り 外 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ７ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ｂ 内 に 配 置 さ れ た マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ を 示 し て い る 。 マ ン ド
レ ル ２ ８ ｂ を こ の 位 置 に 配 置 す る こ と に 関 与 す る 抵 抗 は な い 。 何 故 な ら ば 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ
の 各 々 の 直 径 ７ ０ は 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ の 直 径 よ り も 大 き い の で 、 真 空 力 に よ っ て フ ァ ス
ナ ー １ ２ ｂ も ま た 挿 入 さ れ 、 維 持 さ れ る か ら で あ る 。 こ の 点 に お い て 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ は 、
ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ｂ の 後 部 突 出 部 ６ ４ に よ っ て 開 か れ る 。 ジ ョ ー １ ４ ｂ は 、 後 部 突 起 ６ ４
に よ っ て 後 退 さ せ ら れ 、 そ れ 故 ス プ リ ン グ 負 荷 に よ っ て コ レ ッ ト ３ ２ ｂ の テ ー パ 部 ７ ２ に
対 し 外 向 き に 開 か れ る 。 こ の 点 に お い て 、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ｂ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ｂ か
ら 取 り 外 さ れ る 。 何 故 な ら ば 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ は マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ を 把 持 し て い な い か ら で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ ベ ッ ト 工 具 が 作 動 さ れ る と 、 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 ノ ー ズ ピ ー
ス ６ ０ ｂ か ら 離 れ て 後 退 し 始 め る 。 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ 内 へ の ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ｂ の 突 起 ６ ４
が 減 少 す る に つ れ て 、 ジ ョ ー １ ４ は コ レ ッ ト ３ ２ ｂ の テ ー パ 部 ７ ２ 内 で 閉 じ 始 め る 。 コ レ
ッ ト ３ ２ ｂ が ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ｂ の 後 部 突 起 ６ ４ か ら 引 き 下 が る に つ れ て 、 ジ ョ ー の 組 は
ス プ リ ン グ 負 荷 に よ っ て 前 方 へ 押 さ れ て ス テ ム ２ ８ ｂ 上 で 閉 じ る 。 ス テ ム ２ ８ ｂ が 細 い ほ
ど 、 ス ト ロ ー ク を 大 き く し て 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ を 接 触 さ せ る 。 そ の 後 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ は
、 フ ァ ス ナ ー １ ２ ｂ が 設 置 さ れ る ま で 引 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ９ に 示 さ れ て い る よ う に 、 工 具 が そ の ス ト ロ ー ク を 完 了 す る と き に 、 マ ン ド レ ル ２ ８
ｂ は 破 壊 し 、 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ は そ の 極 限 位 置 ま で 移 動 す る 。 常 開 型 ジ ョ ー 式 の 引 き 込 み ヘ
ッ ド 設 計 を 使 用 し て フ ァ ス ナ ー を 設 置 す る に は 、 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 に よ っ て 必 要 と さ れ る
よ り も 多 く の ス ト ロ ー ク が 必 要 と さ れ る 。 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ が 破 壊 し た 後 に 、 マ ン ド レ ル
２ ８ ｂ は ジ ョ ー １ ４ ｂ に よ っ て 依 然 と し て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 工 具 サ イ ク ル の 終 了 時 に 、 コ レ ッ ト ３ ２ ｂ は 、 そ の 「 ホ
ー ム 」 ポ ジ シ ョ ン に 戻 る の で 、 ノ ー ズ ピ ー ス ６ ０ ｂ は ジ ョ ー １ ４ ｂ に 再 度 接 触 し て 、 そ れ
を 開 き 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ が 解 放 さ れ る よ う に す る 。 折 れ た ス テ ム ２ ８ ｂ は 、 重 力 に よ っ
て 自 由 に 移 動 す る か 、 あ る い は 真 空 力 に よ っ て 引 き 抜 か れ る 。 い ず れ の 場 合 に も 、 ジ ョ ー
１ ４ ｂ は 、 そ の 引 き 抜 き に 起 因 す る 摩 耗 、 ま た は 次 の フ ァ ス ナ ー の 挿 入 に よ る 摩 耗 を 経 験
す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ は 、 挿 入 時 に ジ ョ ー １ ４ ｂ を 開 く 必 要 は な い の で （ 図 ７ 参 照 ） 、 フ ォ
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ロ ワ ー ス プ リ ン グ ４ ４ ｂ は 、 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 に お け る よ り も 強 い も の と な り 得 る 。 こ の
ス プ リ ン グ ４ ４ ｂ は 、 よ り 多 く の 運 動 エ ネ ル ギ を 吸 収 す る こ と が で き る の で 、 使 用 さ れ る
フ ァ ス ナ ー の 破 壊 負 荷 も ま た 、 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 に お け る よ り も 高 く な る 。 し か し な が ら
、 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 で 使 用 さ れ る フ ァ ス ナ ー の マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ は 、 長 い ノ ー ズ ピ ー ス ６
０ ｂ を 超 え て 延 び る よ う に 十 分 に 長 く 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ が そ れ を 把 持 で き る よ う に 、 は る か
に 長 く な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 ジ ョ ー １ ４ ｂ が マ ン ド レ ル ２ ８ ｂ 上 で 閉 じ る 間 に 使 用 さ
れ る 工 具 の ス ト ロ ー ク は 無 駄 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 典 型 的 に 、 図 １ ～ ５ に 示 さ れ て い る よ う な 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 は 、 低 破 壊 負 荷 の フ ァ ス ナ
ー の 設 置 に 使 用 さ れ る 。 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 は 、 比 較 的 低 い ス プ リ ン グ レ ー ト の 内 部 ス プ リ
ン グ （ 即 ち 、 上 記 で 論 じ 、 且 つ 図 １ ～ ５ 内 で 識 別 さ れ る よ う な 部 品 番 号 ４ ４ ａ ） を 典 型 的
に 使 用 す る 。 こ の 構 成 は 、 異 な る サ イ ズ の 直 径 で 比 較 的 短 い ス テ ム の フ ァ ス ナ ー の 設 置 を
可 能 に す る 。 こ れ に 対 し 、 図 ６ ～ １ ０ に 示 さ れ て い る よ う な 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 は 、 典 型 的
に 単 一 サ イ ズ の 直 径 で 高 破 壊 負 荷 の フ ァ ス ナ ー の 設 置 に 使 用 さ れ る 。 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 は
、 比 較 的 高 い ス プ リ ン グ レ ー ト の 内 部 ス プ リ ン グ （ 即 ち 、 上 記 で 論 じ 、 且 つ 図 １ ～ ５ 内 で
識 別 さ れ る よ う な 部 品 番 号 ４ ４ ｂ ） を 典 型 的 に 使 用 す る 。 こ の 構 成 は 、 異 な る サ イ ズ の 直
径 の 設 置 を 非 常 に 困 難 に す る と 共 に 、 非 常 に 短 い ス テ ム の フ ァ ス ナ ー の 設 置 を 不 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ 目 的 お よ び 要 約 ］
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 目 的 は 、 幅 広 い 範 囲 の マ ン ド レ ル 径 に 関 連 し て 使 用 で き る 引 き 込
み ヘ ッ ド を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の も う １ つ の 目 的 は 、 特 別 に 短 い ス テ ム を 有 し た フ ァ ス ナ ー に 適 応
す る だ け で な く 、 高 慣 性 負 荷 に 適 応 す る 引 き 込 み ヘ ッ ド を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 簡 単 に 、 そ し て 前 述 し た 目 的 の 少 な く と も １ つ に 従 っ て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 異 な
る ス プ リ ン グ レ ー ト の ２ つ の ス プ リ ン グ を 有 し た 引 き 込 み ヘ ッ ド を 提 供 す る 。 第 １ の 高 い
レ ー ト の ス プ リ ン グ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド が 高 慣 性 負 荷 に 適 応 で き る よ う に す る も の で あ り
、 第 ２ の 低 い レ ー ト の ス プ リ ン グ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド が 幅 広 い 範 囲 の マ ン ド レ ル 径 に 関 連
し て 使 用 で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 は 、 設 置 工 具 と の 係 合 用 に 構 成 さ れ た 引 き 込 み ヘ ッ ド を 提 供
す る 。 こ の 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 設 置 工 具 に 係 合 可 能 な 外 側 本 体 を 備 え る 。 こ の 外 側 本 体 は
、 ス リ ー ブ ア ダ プ タ に 螺 合 す る ス リ ー ブ と 、 こ の ス リ ー ブ を ス リ ー ブ ア ダ プ タ に 対 し て 固
定 す る ジ ャ ム ナ ッ ト と を 有 す る 。 コ レ ッ ト は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ に 螺 合 す る 。 コ レ ッ ト
と 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ は 、 ス リ ー ブ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 コ レ ッ ト 内 に は
、 １ 組 の ジ ョ ー が 、 コ レ ッ ト 内 に 設 け ら れ た テ ー パ 部 の 付 近 に 配 設 さ れ て い る 。 コ レ ッ ト
内 に は ま た 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー が 配 設 さ れ 、 ジ ョ ー と 接 触 可 能 に 係 合 し て い る 。 コ レ ッ ト
内 に は 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 が 配 設 さ れ 、 ２ つ の ス プ リ ン グ と 係 合 し て い る 。 具 体 的 に は 、
第 １ の ス プ リ ン グ は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ と ス プ リ ン グ 保 持 部 と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の
ス プ リ ン グ は 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 と ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー と の 間 に 配 設 さ れ て い る 。 第 １ の ス
プ リ ン グ は 、 第 ２ の ス プ リ ン グ よ り も 高 い 等 級 を 有 す る 。 第 １ の ス プ リ ン グ は 、 慣 性 負 荷
に 適 応 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 第 ２ の ス プ リ ン グ は 、 ス リ ー ブ の 端 部 に 設 け ら
れ た 開 口 部 に 異 な る 直 径 の マ ン ド レ ル を 挿 入 す る こ と に よ っ て 比 較 的 容 易 に 克 服 さ れ る よ
う に 、 ジ ョ ー を 閉 じ る も の と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 明 の 構 造 お よ び 動 作 の 組 織 お よ び 手 法 は 、 そ の 更 な る 目 的 お よ び 利 点 と 共 に 、 添 付 の
図 面 に 関 連 し て な さ れ る 以 下 の 説 明 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 最 も 良 く 理 解 さ れ る 。 図 面
で は 、 同 様 の 参 照 符 号 は 同 様 の 要 素 を 識 別 し て い る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 説 明 ］
　 本 発 明 は 、 異 な る 形 の 実 施 形 態 に 受 け 入 れ 可 能 で あ る が 、 そ の 実 施 形 態 が 図 面 に 示 さ れ
、 こ こ で 詳 細 に 説 明 さ れ る 。 但 し 、 こ の 説 明 は 、 発 明 の 原 理 の 例 示 と 考 え ら れ る べ き も の
で あ っ て 、 こ の 発 明 を 、 こ こ に 図 示 さ れ 説 明 さ れ た も の に 限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で
は な い 、 と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ を 示 し て い る 。 こ の 引 き 込
み ヘ ッ ド １ ０ ０ は 、 異 な る ス プ リ ン グ レ ー ト の ２ つ の ス プ リ ン グ を 有 し て い る 。 第 １ の 高
い レ ー ト の ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ が 高 慣 性 負 荷 に 適 応 で き る よ う に
す る も の で あ り 、 第 ２ の 低 い レ ー ト の ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ が 幅 広
い 範 囲 の マ ン ド レ ル 径 に 関 連 し て 使 用 で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ は 、 設 置 工 具 と の 係 合 用 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 引 き 込 み
ヘ ッ ド １ ０ ０ は 、 設 置 工 具 に 係 合 可 能 な 外 側 本 体 １ ０ ６ を 備 え る 。 こ の 外 側 本 体 １ ０ ６ は
、 外 ネ ジ 部 １ １ ０ を 有 し た ス リ ー ブ １ ０ ８ と 、 対 応 す る 内 ネ ジ 部 １ １ ４ を 有 し た ス リ ー ブ
ア ダ プ タ １ １ ２ と か ら な る 。 ス リ ー ブ １ ０ ８ の ネ ジ 部 １ １ ０ は 、 ス リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２
の ネ ジ 部 １ １ ４ と 螺 合 す る 。 ジ ャ ム ナ ッ ト １ １ ６ は 、 ス リ ー ブ １ ０ ８ の ネ ジ 部 １ １ ０ 上 に
螺 合 可 能 で あ っ て 、 ス リ ー ブ １ ０ ８ を ス リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２ に 対 し て 固 定 す る 。 具 体 的
に は 、 組 立 中 に 、 ジ ャ ム ナ ッ ト １ １ ６ は ス リ ー ブ １ ０ ８ 上 に 螺 合 し 、 ス リ ー ブ １ ０ ８ は ス
リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２ に 螺 入 し 、 ジ ャ ム ナ ッ ト １ １ ６ は ス リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２ と 接 触 し
な が ら 回 転 さ せ ら れ る 。 ス リ ー ブ １ ０ ８ と ス リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２ と ジ ャ ム ナ ッ ト １ １ ６
は 、 設 置 過 程 中 は 静 止 し 続 け る サ ブ ア セ ン ブ リ を 構 成 す る 。 ス リ ー ブ ア ダ プ タ １ １ ２ は 、
設 置 工 具 の ヘ ッ ド シ リ ン ダ に 直 接 螺 入 す る よ う に 構 成 さ れ た 別 の 外 ネ ジ 部 １ １ ８ を 有 す る
。 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ は 、 ノ ー ズ ピ ー ス を 有 せ ず 、 そ し て ス リ ー ブ １ ０ ８ の 端 部 １ ２ ２
に 開 口 部 １ ２ ０ だ け を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ス リ ー ブ １ ０ ８ は 、 ２ つ の 外 径 １ ２ ４ お よ
び １ ２ ６ を 有 し 、 小 さ い 外 径 １ ２ ６ は 、 制 限 さ れ た 面 積 へ の 最 大 可 能 ア ク セ ス 用 作 業 端 部
に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ レ ッ ト １ ２ ８ と 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ １ ３ ０ が ス リ ー ブ １ ０ ８ 内 に 配 設 さ れ て い る 。 具
体 的 に は 、 コ レ ッ ト １ ２ ８ は 内 ネ ジ 部 １ ３ ２ を 有 す る 。 こ の 内 ネ ジ 部 は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ
プ タ １ ３ ０ 上 の 対 応 す る 外 ネ ジ 部 １ ３ ４ と 螺 合 す る 。 コ レ ッ ト １ ２ ８ と 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ
タ １ ３ ０ は 、 以 下 で 更 に 十 分 に 説 明 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ １ ０ ８ に 対 し て 移 動 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 コ レ ッ ト １ ２ ８ 内 に は 、 ジ ョ ー １ ３ ６ の 組 （ 好 ま し く は 、 ３ つ の ジ ョ ー の 組 ） が 、 引 き
込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ の 前 端 １ ２ ８ の 付 近 で あ っ て 、 し か も コ レ ッ ト １ ２ ８ 内 に 設 け ら れ た 内
側 テ ー パ 部 １ ４ ０ の 付 近 に 配 設 さ れ て い る 。 １ 組 内 の 各 ジ ョ ー １ ３ ６ は 、 傾 斜 ま た は 円 錐
形 部 分 １ ４ ２ を 外 面 １ ４ ４ 上 に 、 ま た 鋸 歯 状 部 分 １ ４ ６ を 内 面 １ ４ ８ 上 に 有 す る 。 鋸 歯 状
部 分 １ ４ ６ は 、 フ ァ ス ナ ー ま た は ブ ラ イ ン ド ボ ル ト １ ５ ４ の マ ン ド レ ル １ ５ ２ 上 に 設 け ら
れ た 対 応 す る 鋸 歯 状 部 １ ５ ０ を 把 持 し な が ら 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ３ つ の ジ ョ
ー １ ３ ６ の 各 々 が 、 図 １ ７ に 示 さ れ る よ う に 「 Ｖ 」 溝 構 成 １ ５ ５ を 有 し て 、 ジ ョ ー １ ３ ６
が 異 な る 直 径 の フ ァ ス ナ ー マ ン ド レ ル を 把 持 で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 ジ ョ ー １
３ ６ が 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 最 前 方 位 置 に あ る と き に 、 ジ ョ ー １ ３ ６ に よ っ て 規 定 さ
れ る 内 径 １ ５ ６ は 、 ジ ョ ー １ ３ ６ に 挿 入 さ れ る フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ の マ ン ド レ ル １ ５ ２ の 直
径 １ ５ ８ よ り も 概 ね 小 さ い 。 こ の 故 に 、 ジ ョ ー １ ３ ６ は 「 常 閉 型 」 と 言 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 コ レ ッ ト １ ２ ８ 内 に は ま た 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ が 配 設 さ れ 、 ジ ョ ー １ ３ ６ と 接 触
可 能 に 係 合 し て 、 ジ ョ ー １ ３ ６ を 定 位 置 に 効 果 的 に 保 持 し て い る 。 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６
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２ の 端 部 １ ６ ４ は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ １ ３ ０ 内 に 設 け ら れ た 孔 １ ６ ６ 中 に 延 び て い る 。
ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ は 概 ね 円 筒 形 で あ っ て 、 長 尺 な 透 孔 １ ６ ８ を 有 す る 。 こ の 透 孔 は
、 ブ ラ イ ン ド ボ ル ト ま た は フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ の 折 れ た ス テ ム ま た は マ ン ド レ ル １ ５ ２ を 受
け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ は 、 ス プ リ ン グ １ ７ ０ に よ る ス
プ リ ン グ 負 荷 を 受 け る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ レ ッ ト １ ２ ８ 内 に は 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ が 配 設 さ れ 、 ス プ リ ン グ １ ７ ０ お よ び
１ ７ ４ と 係 合 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ の ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ １
３ ０ と ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 ス プ リ ン
グ 保 持 部 １ ７ ２ と ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ 上 に 設 け ら れ た 肩 部 １ ７ ６ と の 間 に 配 設 さ れ て
い る 。 第 １ の ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 第 ２ の ス プ リ ン グ １ ７ ０ よ り も 高 い 等 級 を 有 す る 。 第
１ の ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 フ ァ ス ナ ー 設 置 中 の 慣 性 負 荷 に 適 応 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ
に 対 し 、 第 ２ の ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ の 端 部 １ ２ ２ に 設 け ら れ た 開
口 部 １ ２ ０ に 異 な る 直 径 の マ ン ド レ ル を 挿 入 す る こ と に よ っ て 比 較 的 容 易 に 克 服 さ れ る よ
う に 、 ジ ョ ー １ ３ ６ を 閉 じ る も の と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ は 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ 内 に 座 す る フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ
１ ７ ０ に よ っ て 、 ジ ョ ー １ ３ ６ の 背 面 に 接 す る 負 荷 を 与 え ら れ る 。 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７
２ は 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ の 背 面 １ ７ ９ に 作 用 す る 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ に よ っ て 、 コ
レ ッ ト １ ２ ８ 内 の 肩 部 １ ７ ８ に 押 し つ け ら れ る 。 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ の 逆 端 部 １ ８ ０ は 、
引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ １ ３ ０ の 前 面 １ ８ ２ に 接 触 す る 。 両 ス プ リ ン グ １ ７ ０ お よ び １ ７ ４ は
、 引 き 込 み ヘ ッ ド の 「 ホ ー ム 」 ポ ジ シ ョ ン に 圧 縮 さ れ て 、 内 部 部 品 に 前 負 荷 を 与 え る 。 こ
れ ら の 内 部 部 品 は 、 フ ァ ス ナ ー 設 置 サ イ ク ル 中 に 設 置 ツ ー ル の ヘ ッ ド ピ ス ト ン と 共 に 移 動
す る サ ブ ア セ ン ブ リ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る よ う な 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 そ の 「 ホ ー ム 」 ポ ジ シ ョ ン に 示 さ れ て い る
。 即 ち 、 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 そ れ が 取 り 付 け ら れ る 設 置 工 具 が 作 動 さ れ る 前 に 、 位 置 決 め
さ れ て い る 。 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 ジ ョ ー １ ３ ６ を 位 置 決 め 状 態 に 保 つ 前 負 荷
を ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ 上 に 維 持 す る 。 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 前 負 荷 を ス プ リ ン グ 保
持 部 １ ７ ２ 上 に 維 持 す る 。 し か し な が ら 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ が 肩 部 １ ７ ８ に 対 し て
底 を つ け る の で 、 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ か ら の 負 荷 は 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ に は 伝 達 さ
れ な い 。 こ の 特 徴 は 、 ２ つ の ス プ リ ン グ の 機 能 の 分 離 を 可 能 と す る 。 即 ち 、 フ ォ ロ ワ ー ス
プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 比 較 的 低 い ス プ リ ン グ レ ー ト を 有 し て 、 ジ ョ ー １ ３ ６ を 定 位 置 に 保 持
す る 。 こ の 場 合 、 オ ペ レ ー タ は 、 フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ を 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ２ ０ の 端 部 １ ２ ２
の 開 口 部 １ ２ ０ 内 に 挿 入 す る こ と に 、 過 剰 な 力 を 働 か せ る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ は 、 フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ の マ ン ド レ ル １ ５ ２ を ス リ ー ブ １ ０ ８ の 開 口 部
１ ２ ０ に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ 内 に 配 置 さ れ る 。 ジ ョ ー １ ３ ６ は
、 ス プ リ ン グ 負 荷 を 受 け て コ レ ッ ト １ ２ ８ の テ ー パ 部 １ ４ ０ 内 に 座 す る 。 ジ ョ ー １ ３ ６ に
よ っ て こ の 位 置 に 形 成 さ れ る 内 部 形 状 は 、 マ ン ド レ ル １ ５ ２ が 入 る こ と を 可 能 に す る ほ ど
大 き く は な い 。 図 １ ２ は 、 マ ン ド レ ル １ ５ ２ を 受 け 入 れ る に ほ ぼ 十 分 と な る よ う に ジ ョ ー
１ ３ ６ が 開 く 点 ま で ジ ョ ー １ ３ ６ を 押 し 戻 し た 後 の マ ン ド レ ル １ ５ ２ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 マ ン ド レ ル １ ５ ２ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ の シ フ ト ワ ッ シ ャ １
８ ４ が ス リ ー ブ １ ０ ８ 上 に 座 す る ま で フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ が 挿 入 さ れ る と き に 、 ス プ リ ン グ
１ ７ ０ に よ っ て 与 え ら れ る ス プ リ ン グ 負 荷 に 抗 し て ジ ョ ー １ ３ ６ を 開 く 。 ジ ョ ー １ ３ ６ は
、 そ れ ら が 開 く と き に 、 ス リ ー ブ １ ０ ８ 内 を 後 退 し 、 そ れ ら の 鋸 歯 状 部 １ ４ ６ は マ ン ド レ
ル １ ５ ２ の 鋸 歯 状 部 １ ５ ０ と 整 列 す る 。 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 縮 み 、 そ し て ジ ョ
ー １ ３ ６ は ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ を 押 し 戻 す が 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ は ス プ リ ン グ
保 持 部 １ ７ ２ と は 接 触 し な い 。 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ は 、 そ の 前 負 荷 を 与 え ら れ た 状 態 の 長
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さ か ら 縮 ま な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 工 具 の ト リ ガ が 押 し 込 ま れ る と き に 、 工 具 の ヘ ッ ド ピ ス ト ン に 取 り 付 け ら れ た 内 部 サ ブ
ア セ ン ブ リ （ 即 ち 、 コ レ ッ ト １ ２ ８ ， 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ １ ３ ０ 等 ） は 、 負 荷 を 受 け て 後
退 す る 。 図 １ ４ は 、 マ ン ド レ ル １ ５ ２ が 折 れ る 寸 前 の 中 間 ス ト ロ ー ク 位 置 に あ る 引 き 込 み
ヘ ッ ド １ ０ ０ を 示 し て い る 。 ヘ ッ ド ピ ス ト ン お よ び コ レ ッ ト ／ 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ の 移 動
は 、 工 具 の ス ト ロ ー ク と し て 知 ら れ て お り 、 例 え ば ９ ／ １ ６ ” で あ る 。 マ ン ド レ ル １ ５ ２
が 破 壊 切 り 込 み で 折 れ る と き に 、 フ ァ ス ナ ー １ ５ ４ は 設 置 さ れ る 。 マ ン ド レ ル １ ５ ２ の 残
部 は 、 ジ ョ ー １ ３ ６ に よ っ て 保 持 さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 マ ン ド レ ル １ ５ ２ が 折 れ る と き に 、 解 放 さ れ た エ ネ ル ギ は 、 ジ ョ ー １ ３ ６ と ジ ョ ー フ ォ
ロ ワ ー １ ６ ２ を 後 退 さ せ 、 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７ ２ に 接 触 さ せ る 。 ス プ リ ン グ 保 持 部 １ ７
２ の カ ッ プ 形 状 故 に 、 フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 予 め 設 定 さ れ た 安 全 な 長 さ に 圧 縮 さ
れ る だ け で あ り 、 「 あ さ り （ ｓ ｅ ｔ ） 」 や 失 敗 を 起 こ さ な い 。 図 １ ５ は 、 コ レ ッ ト １ ２ ８
の テ ー パ 部 １ ４ ０ と の 接 触 を 断 っ て 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １ ６ ２ お よ び ス プ リ ン グ 保 持 部 １
７ ２ と 共 に １ つ の ユ ニ ッ ト と し て 移 動 す る ジ ョ ー １ ３ ６ を 示 し て い る 。 こ の 移 動 は 、 シ ョ
ッ ク ア ブ ソ ー バ ー と し て 作 用 す る 重 ス プ リ ン グ １ ７ ４ に よ る 抵 抗 を 受 け る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 工 具 の ト リ ガ が 解 放 さ れ る と き に 、 ヘ ッ ド ピ ス ト ン お よ び 内 部 サ ブ ア セ ン ブ リ は 、 そ れ
ら の ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン に 戻 る 。 折 れ た マ ン ド レ ル １ ５ ２ は 、 （ ス プ リ ン グ １ ７ ０ に よ っ て
与 え ら れ る ） ス プ リ ン グ 負 荷 を 受 け て 依 然 と し て ジ ョ ー １ ３ ６ で 保 持 さ れ て い る 。 マ ン ド
レ ル １ ５ ２ は 、 図 １ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 し ば し ば ス リ ー ブ １ ０ ８ か ら 突 出 す る 。 次 の フ
ァ ス ナ ー が 挿 入 さ れ る と き に 、 そ の マ ン ド レ ル は 、 前 の フ ァ ス ナ ー の 折 れ た マ ン ド レ ル を
、 ジ ョ ー １ ３ ６ を 通 し て 押 さ な け れ ば な ら な い 。 そ の マ ン ド レ ル は 、 ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー １
６ ２ の チ ュ ー ブ 部 分 １ ８ ８ に 押 し 込 ま れ て 、 つ い に は ヘ ッ ド ピ ス ト ン を 通 し て 設 置 工 具 の
背 面 か ら 押 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ８ は 、 図 １ １ ～ １ ６ に 示 さ れ た 引 き 込 み ヘ ッ ド の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 引 き 込 み ヘ ッ
ド １ ０ ０ が 異 な る ス プ リ ン グ レ ー ト の ２ つ の ス プ リ ン グ １ ７ ０ ， １ ７ ４ を 有 す る と い う 事
実 は 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ が 幅 広 い マ ン ド レ ル 径 に 関 連 し て 使 用 さ れ 得 る よ う に す る 共
に 、 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ が 高 い 慣 性 負 荷 を 適 応 で き る よ う に す る 。 更 に は 、 引 き 込 み ヘ
ッ ド １ ０ ０ は 、 ノ ー ズ ピ ー ス を 有 し な い こ と が 好 ま し い 。 し か も 、 引 き 込 み ヘ ッ ド は 、 非
常 に 短 い ス テ ム の フ ァ ス ナ ー が 引 き 込 み ヘ ッ ド １ ０ ０ を 使 用 し て 設 置 さ れ 得 る よ う に 、 構
成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 が 図 示 さ れ 説 明 さ れ た が 、 開 示 の 精 神 及 び 範 囲 を 逸 脱 す る こ と 無 し に
、 当 業 者 が 本 発 明 の 種 々 の 変 形 例 を 工 夫 す る こ と は 想 像 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 の 引 き 込 み ヘ ッ ド の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ － ５ 】 常 閉 型 ジ ョ ー 設 計 の 一 連 の 動 作 を 示 す 図 １ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 の 引 き 込 み ヘ ッ ド の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ － １ ０ 】 常 開 型 ジ ョ ー 設 計 の 一 連 の 動 作 を 示 す 図 ６ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 引 き 込 み ヘ ッ ド の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ － １ ６ 】 引 き 込 み ヘ ッ ド の 一 連 の 動 作 を 示 す 図 ６ と 同 様 な 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 マ ン ド レ ル に 接 触 し て い る ジ ョ ー の １ つ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ １ ～ １ ６ に 示 さ れ た 引 き 込 み ヘ ッ ド の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０ ０ ： 引 き 込 み ヘ ッ ド

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-7323 A 2006.1.12



１ ０ ６ ： 本 体
１ ０ ８ ： ス リ ー ブ
１ １ ２ ： ス リ ー ブ ア ダ プ タ
１ １ ６ ： ジ ャ ム ナ ッ ト
１ ２ ８ ： コ レ ッ ト
１ ３ ０ ： 引 っ 張 り 棒 ア ダ プ タ
１ ３ ６ ： ジ ョ ー
１ ５ ２ ： マ ン ド レ ル
１ ５ ４ ： フ ァ ス ナ ー ま た は ブ ラ イ ン ド ボ ル ト
１ ６ ２ ： ジ ョ ー フ ォ ロ ワ ー
１ ７ ０ ： 第 ２ の ス プ リ ン グ （ フ ォ ロ ワ ー ス プ リ ン グ ）
１ ７ ２ ： ス プ リ ン グ 保 持 部
１ ７ ４ ： 第 １ の ス プ リ ン グ
１ ７ ６ ： 肩 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

(12) JP 2006-7323 A 2006.1.12



【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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